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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　嚥下可能装置内の撮像装置による生体内の画像取り込み処理の終了を外部受信ユニット
によって決定する方法であって、当該方法は、
　前記撮像装置に関する条件が満たされているかどうかを前記外部受信ユニットによって
判定する工程であって、前記条件は、低バッテリ電圧、画像取り込み処理の完了、停止、
又は終了、所定時間の経過、或いは前記嚥下可能装置が生体内の所定位置に到達している
ことのうちから選択される、前記工程と、
　前記条件が満たされている場合に前記撮像装置を前記外部受信ユニットによってビーコ
ンモードに設定する工程と、
　前記嚥下可能装置から信号を前記外部受信ユニットによって受信する工程と、
　前記信号がビーコン信号であるのか画像信号であるのか又はそのどちらでもないのかを
前記外部受信ユニットによって判定する工程と、
　前記信号がビーコン信号であるとき、前記生体内の画像取り込み処理が終了していると
前記外部受信ユニットによって決定する工程と、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記生体内の画像取り込み処理が終了している場合に、前記外部受信ユニットによって
ユーザに通知を提供する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記嚥下可能装置が生体内にあるかどうかを前記外部受信ユニットによって決定する工
程と、
　前記嚥下可能装置が生体内にあるかないかの通知を前記外部受信ユニットによってユー
ザに提供する工程と、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記嚥下可能装置が生体内にあるかどうかの前記決定が、前記撮像装置によって取り込
まれた画像の分析に基づいている、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記信号の電力の強さ、周波数、速度、長さ、または内容に基づいて前記外部受信ユニ
ットによって前記信号のタイプを検知する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記嚥下可能装置から信号が受信されない場合、前記画像取り込み処理の終了を前記外
部受信ユニットによって決定する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記信号のタイプに基づいて、前記生体内の画像取り込み処理が開始されるかどうかを
前記外部受信ユニットによって決定する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　撮像装置による生体内の画像取り込み処理の終了を決定するためのシステムであって、
当該システムは、
　信号をワイヤレスで送信するためのトランシーバ、及び前記撮像装置を備える嚥下可能
装置と、
　前記嚥下可能装置から送信された信号を検知し、前記検知された信号がビーコン信号で
あるのか画像信号であるのか又はそのどちらでもないのかを判定するための検知ユニット
と、
　前記撮像装置に関する条件が満たされているかどうかを判定し、前記条件が満たされて
いる場合に前記撮像装置をビーコンモードに設定する処理ユニットであって、前記検知さ
れた信号がビーコン信号であるとき、前記画像取り込み処理が終了していると決定するた
めの処理ユニットと、
　を備え、前記条件は、低バッテリ電圧、画像取り込み処理の完了、停止、又は終了、所
定時間の経過、或いは前記嚥下可能装置が生体内の所定位置に到達していることのうちか
ら選択される、システム。
【請求項９】
　前記検知ユニットは、前記嚥下可能装置から送信された信号の電力の強さ、周波数、速
度、長さ、または内容を検知する、請求項８に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は生体内の内腔を例えばイメージングするための生体内の装置および方法に関す
る。より詳細には、本発明は、生体内のシステムにおいて、自律型の生体内のイメージン
グ装置を用いて実行される生体内の処理の終了を決定するための方法および装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　公知の装置は、例えばイメージング検出またはｐＨ検出など、生体内での検出を提供す
るのに役立つ場合がある。飲み下すことができるカプセルまたは体内に摂取可能なカプセ
ル、あるいは他の装置などの自律型の生体内の検出装置は、体内の内腔を介して移動し得
、それらが内腔に沿って動きつつ、検出する。イメージング装置などの自律型の生体内の
検出装置は、例えば、生体内のイメージング装置が胃腸（ＧＩ）の内腔を通過する間、例
えば胃腸（ＧＩ）管などの、体腔または内腔内から画像を得る撮像装置を含んでもよい。
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この撮像装置は、例えば、光学系、必要に応じて、トランシーバおよびアンテナが付随し
ていてもよい。これらの装置の一部は、画像データを送信するためのワイヤレス接続を用
いる。体内における通路または腔の生体内での検出、および情報（例えば、画像情報、ｐ
Ｈ情報、温度情報、電気インピーダンス情報、圧力情報など）を検出し収集するための他
の装置、システム、および方法は、当該分野において公知である。
【０００３】
　カプセルが体内から排出されているかどうかを決定するための公知の方法が存在する。
これらの方法によると、生体の情報は生体内のイメージングカプセルによって検出され、
その情報は外部の受信機へと送信される。その情報は、画像情報、ｐＨ情報、圧力情報、
電気インピーダンス、特定の化学物質の量／濃度、または温度情報を含んでもよい。その
ような検出された情報に基づいて、カプセルが体内から排出されたかどうかが決定される
。その決定に基づいて通知が提供され、カプセルが体内から排出されたことを通知する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一実施形態は、撮像装置による生体内の画像取り込み処理の終了を決定するた
めの方法に関する。この方法は、撮像装置に関する条件が満たされているかどうかを判定
する工程と、当該条件が満たされている場合に撮像装置をビーコンモードに設定する工程
と、撮像装置から信号を受信する工程と、当該信号がビーコン信号であるのか画像信号で
あるのか又はそのどちらでもないのかを判定する工程と、当該信号がビーコン信号である
とき、生体内の画像取り込み処理が終了していると決定する工程と、を含む。一部の実施
形態において、撮像装置が画像取り込み処理を終了したことが決定される場合、その処理
の終了に関して、通知が、例えば患者に対して、または医療専門家に対して提供される。
【０００５】
　一部の実施形態において、本方法は、カプセルから送信され、外部受信機によって検知
される信号に基づいて、撮像装置が生体内にあるかどうかを決定する工程と、その撮像装
置が生体内にあるかどうか、またはその身体から出ていったかどうかの通知を提供する工
程を含んでもよい。
【０００６】
　一部の実施形態において、本方法は、取り込まれた生体内の画像を分析する工程および
撮像装置が画像分析に基づいて生体内にあるかどうかを決定する工程を含んでもよい。
　一実施形態によれば、撮像装置によって生体内の画像取り込み処理の終了を決定する方
法が提供される。本方法は、撮像装置からの信号が受信されない場合、画像取り込み処理
の終了が決定されてもよい。
【０００７】
　別の実施形態によれば、生体内の画像取り込み処理の終了を決定するためのシステムが
提供される。当該システムは、信号をワイヤレスで送信するためのトランシーバを備える
撮像装置と、撮像装置から送信された信号を検知し、その検知された信号がビーコン信号
であるのか画像信号であるのか又はそのどちらでもないのかを判定するための検知ユニッ
トと、撮像装置に関する条件が満たされているかどうかを判定し、当該条件が満たされて
いる場合に撮像装置をビーコンモードに設定する処理ユニットであって、当該検知された
信号がビーコン信号であるとき、画像取り込み処理が終了していると決定するための処理
ユニットと、を備える。一部の実施形態において、検知ユニットは、撮像装置から送信さ
れた信号の電力の強さ、周波数、速度、長さ、または内容を検知する。
【０００８】
　上記撮像装置に関する条件は、低バッテリ電圧、画像取り込み処理の完了、停止又は終
了、所定時間の経過、もしくはカプセルが生体内の所定位置に到達したことである。従っ
て、撮像装置の電力供給が低い場合、例えば、バッテリが低い電圧の表示を有する場合、
撮像装置は画像取り込みモードを停止し、ビーコンモードに切り替えられてもよい。撮像
装置が画像取り込みモードにおける送信を停止する場合、その処理が終了する。その場合
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に、撮像装置が生体内にあることが決定されてもよい。信号の送信が停止し、低い電圧の
以前の表示がない場合、その処理が終了し、撮像装置が患者の身体から出ていったことが
決定されてもよい。
【０００９】
　本発明の他の特徴および利点は以下の詳細な記載の例および図面から明らかとなる。し
かしながら、詳細な記載および特定の例は、本発明の好適な実施形態を示す一方で、例示
としてのみ与えられていることは理解されるべきである。なぜならば、本発明の趣旨およ
び範囲内において様々な変更および修正が、この詳細な記載から当業者に対して明らかと
なるからである。
【００１０】
　本発明に係るシステム、装置、および方法の原理および動作は、図面および以下の記載
を参照してより良く理解され得、これらの図面は例示の目的のみのために与えられ、限定
を意図するものではないことは理解される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る生体内のシステムの略図である。
【図２Ａ】生体内のイメージング処理が終了したかどうかを決定するための例示的な方法
のフローチャートである。
【図２Ｂ】生体内のイメージング処理が終了したかどうかを決定するための別の例示的な
方法のフローチャートである。
【図２Ｃ】生体内のイメージング処理が終了したかどうかを決定するための一般的な方法
のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図例を簡略および明瞭にするため、図に示される要素は必ずしも縮尺通りに描かれてい
ないことは理解されたい。例えば、要素の一部の大きさは、明瞭化のために他の要素と比
較して拡大されている場合がある。さらに、適切であると考慮される場合、参照符号は、
対応する要素または類似する要素を示すために、図において繰り返される場合がある。
【００１３】
　以下の詳細な記載において、多数の特定の詳細は、本発明の完全なる理解を提供するた
めに説明される。しかしながら、本発明はこれらの特定の詳細なしで実施されてもよいこ
とは当業者によって理解される。他の例では、周知の方法、手順、および構成要素は、本
発明を曖昧にしないように、詳細に記載されてはいない。
【００１４】
　本発明の一部の実施形態は、例えば、体外から、例えば、胃腸（ＧＩ）管などの体腔へ
と挿入されてもよい生体内の装置に関連する。一部の実施形態は、通常、一回の使用、ま
たは部分的に単一の使用の検知および／または分析装置に関する。一部の実施形態は、通
常、例えば、自然なぜん動により押し出されるなど、例えば胃腸（ＧＩ）管などの体腔を
介して受動的にか、または能動的に進行してもよい、飲み下し可能な生体内の装置に関す
る。一部の実施形態は、例えば、血管、生殖器官などの他の体腔を介して通過されてもよ
い生体内の検出装置に関する。その生体内の装置は、例えば、検出装置、イメージング装
置、診断装置、検知装置、分析装置、治療装置、またはそれらの組み合わせであってもよ
い。一部の実施形態において、その生体内の装置は、撮像センサまたは撮像装置および／
または他の適切な構成要素を含んでもよい。本発明の一部の実施形態は、かならずしも生
体内のイメージングではなくてもよく、他のイメージング装置に関していてもよい。
【００１５】
　例えば、生体内の検出装置、受信システムおよび／またはディスプレイシステムを含む
、本発明の一部の実施形態に係る装置、システム、および方法は、「Ｉｎ－ｖｉｖｏ　Ｖ
ｉｄｅｏ　Ｃａｍｅｒａ　Ｓｙｓｔｅｍ」と題された、Ｉｄｄａｎらによる米国特許第５
，６０４，５３１号、および／または「Ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　Ｉｎ－Ｖｉｖｏ　Ｉｍａ
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ｇｉｎｇ」と題された、Ｉｄｄａｎらによる米国特許第７，００９，６３４号に記載され
た実施形態に類似している場合があり、これらの全ては、その全体において引用すること
により本明細書に援用される。本発明の一部の実施形態に係る装置、システム、および方
法は、「ＴＷＯ－ＷＡＹ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＩＮ　ＡＮ　ＡＵＴＯＮＯＭＯ
ＵＳ　ＩＮ　ＶＩＶＯ　ＤＥＶＩＣＥ」と題されたＰＣＴ特許出願公開第ＷＯ２００６０
５９３３１号に記載された実施形態に類似している場合があり、この出願は、例えば、外
部受信機に無線信号を送信し、かつ例えば外部送信機から無線信号を受信する両方のため
の生体内のトランシーバを含む自律型の生体内の検出装置を開示する。この出願は、さら
に、生体内のトランシーバによって受信される無線信号が、生体内の装置の一つ以上の機
能の動作状態を起動、停止、または変更し得るコマンドまたは制御信号であってもよいか
、またはそれらを含んでもよいことを開示している。生体内のトランシーバによって送信
される無線信号は、例えば、生体内の検出装置によって収集され得る画像データなどの感
覚データであってもよいか、またはそれを含んでもよい。
【００１６】
　本明細書に記載される装置およびシステムは、構成要素の他の構成および／またはセッ
トを有してもよい。例えば、上述の公報において記載されたもののような、例えばワーク
ステーションにおける、外部受信機／レコーダユニット、プロセッサ、およびモニタが、
本発明の一部の実施形態と共に使用されるのに適切であってもよい。本明細書に記載され
る装置およびシステムは構成要素の他の構成および／または他のセットを有してもよい。
例えば、本発明は、内視鏡、ニードル、ステント、カテーテルなどを用いて実施されても
よい。一部の生体内の装置は、カプセル形状であってもよく、または、例えば、ピーナッ
ツのような形状、またはチューブ形状、球状、円錐状などの他の形状、あるいは他の適切
な形状を有してもよい。
【００１７】
　本発明の一部の実施形態は、例えば、典型的な飲み下し可能な生体内の装置を含んでも
よい。他の実施形態において、生体内の装置は、飲み下し可能および／または自律型であ
る必要はなく、他の形状または構成を有してもよい。一部の実施形態は、様々な体腔、例
えば胃腸（ＧＩ）管、血管、尿路、生殖器官などにおいて用いられてもよい。
【００１８】
　生体内の装置の実施形態は通常、自律型であり、通常は内蔵型である。例えば、生体内
の装置はカプセルまたは他のユニットであってもよいか、またはそれを含んでいてもよく
、全ての構成要素は、実質的に、コンテナ、ハウジング、またはシェル内に含まれており
、生体内の装置は、例えば電力を受け取るか、または情報を送信するために、任意のワイ
ヤまたはケーブルを必要としない。生体内の装置は、データの表示、制御、または他の機
能を提供するために、外部の受信システムおよび表示システムと通信してもよい。例えば
、電力は、内部バッテリまたは内部電源、あるいは有線または無線の電力受信システムを
用いることによって提供されてもよい。他の実施形態は他の構成および性能を有してもよ
い。例えば、構成要素は、複数の位置またはユニットにわたって分散されてもよく、制御
情報または他の情報は外部源から受信されてもよい。
【００１９】
　本発明の一部の実施形態に係る装置、システム、および方法は、例えば、人体に取り入
れられるか、または人間によって飲み下されてもよい装置と連動して用いられてもよい。
しかしながら、本発明の実施形態はこれに限定されず、例えば、人体以外、すなわち動物
の体内によって取り入れられるか、または飲み下されてもよい装置と連動して用いられて
もよい。本発明の他の実施形態は、生体内のイメージング装置と共に用いられる必要はな
く、デジタルカメラ、またはバーチャルイメージング装置などの他のタイプのイメージン
グ装置によって得られた画像を向上させるために用いられてもよい。
【００２０】
　図１は、本発明の一部の実施形態に係る生体内のシステムを概略的に示す。システムの
１つ以上の構成要素は、本明細書に記載される装置および／または構成要素、あるいは本
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発明の実施形態に係る他の生体内の装置に連動されて使用されてもよく、または動作可能
に付随されてもよい。
【００２１】
　一部の実施形態において、システムは、例えば撮像装置１４６などのセンサ、１つ以上
の照明源１４２、電源１４５、およびトランシーバ１４１を有する装置１４０を備えても
よい。一部の実施形態において、装置１４０は、飲み下し可能なカプセルを用いて実装さ
れてもよいが、他の種類の装置または適切な実装が用いられてもよい。患者の体外に、例
えば外部受信機／レコーダ１１２があってもよい。記憶装置１１９は、例えば、１つ以上
のメモリ、データベースなど、または他の記憶システム、プロセッサ１１４、およびモニ
タ１１８であってもよいか、またはそれらを含んでもよい。一部の実施形態において、例
えば、プロセッサ１１４、記憶ユニット１１９、および／またはモニタ１１８は、例えば
コンピュータまたは計算プラットフォームなどのワークステーション１１７として実装さ
れてもよい。
【００２２】
　トランシーバ１４１は電波を用いて動作してもよいが、一部の実施形態においては、例
えば、装置１４０が内視鏡であるか、またはそれに含まれるものの場合、トランシーバ１
４１は、例えば、ワイヤ、光ファイバおよび／または他の適切な方法を介してデータを送
信／受信してもよい。他の公知の無線の送信方法が用いられてもよい。トランシーバ１４
１は、例えば、送信機モジュールまたはサブユニット、および受信機モジュールまたはサ
ブユニット、あるいは一体型のトランシーバまたは送受信機を含んでもよい。一実施形態
において、トランシーバ１４１は、少なくとも、センサ１４６から画像信号を受信するた
めのモジュレータ、無線周波数（ＲＦ）増幅器、インピーダンス・マッチャー、およびア
ンテナ１４８を含む。モジュレータは、典型的には１ＧＨｚの範囲において、５ＭＨｚ未
満のカットオフ周波数ｆｃを有する入力画像信号を、搬送周波数ｆｒを有するＲＦ信号へ
と変換する。一実施形態においては、信号はアナログ信号であるが、変調信号は、アナロ
グではなくむしろデジタルであってもよい。搬送周波数は他の帯域、例えば４００ＭＨｚ
帯域にあってもよい。変調されたＲＦ信号は、ｆｔの帯域幅を有する。インピーダンス・
マッチャーは、回路のインピーダンスとアンテナのインピーダンスとをマッチさせる。他
のトランシーバまたはトランシーバ構成要素の配置構成が用いられてもよい。例えば、代
替の実施形態は、マッチされたアンテナを含まなくてもよく、マッチした回路のないトラ
ンシーバを含んでもよい。代替の実施形態において、装置１４０は異なる構成を有しても
よく、他のセットの構成要素を含んでもよい。他の周波数が用いられてもよい。さらなる
実施形態において、画像センサとは異なるセンサ、例えばｐＨメーター、温度センサ、圧
力センサなどが用いられてもよく、画像信号とは異なる入力ＲＦ信号が用いられてもよい
。
【００２３】
　トランシーバ１４１は、例えばテレメトリ信号、画像信号、およびビーコン信号などを
含む、異なるタイプの信号を送信してもよい。他のタイプの信号が、トランシーバ１４１
によって送信されてもよい。信号のタイプは、例えば、信号バーストの長さ、信号の送信
周波数、信号の送信速度、信号を送信するのに用いられる電力、送信された信号のコンテ
ンツなど、いくつかのパラメータにおいて可変であってもよい。装置１４０から送信され
る情報は、例えば、画像、ｐＨ、温度、位置、および圧力など、装置内のセンサによって
検出される情報を含んでもよい。装置１４０から送信される情報は、カプセルＩＤ、タイ
ムカウンタ、画像タイプデータ、および、例えば撮像装置の現在の画像取り込みモードま
たは装置電源の推定電力残量など、装置内の構成要素の状態などに関するテレメトリ情報
を含んでもよい。信号は、別個に送信されてもよく、または例えば、テレメトリタイプお
よび画像タイプの信号の両方を含むフレームなどの、より大きいフレームの一部として送
信されてもよい。ビーコン信号は、通常別個に送信されてもよく、画像データまたは他の
タイプの信号を含んでもよいフレーム内にはなくてもよい。
【００２４】
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　装置１４０は、通常、自律型の飲み下し可能なカプセルであってもよく、またはそれを
含んでもよいが、装置１４０は、他の形状を有してもよく、さらに、飲み下し可能である
か、または自律型である必要はなくてもよい。装置１４０の実施形態は通常、自律型であ
り、通常、内蔵型である。例えば、装置１４０はカプセルまたは他のユニットであっても
よく、全ての構成要素は、コンテナまたはシェル内に実質的に含まれており、装置１４０
は、例えば電力を受信するか、または情報を送信するために、任意のワイヤまたはケーブ
ルを必要としない。一部の実施形態において、装置１４０は自律型であってもよく、遠隔
制御できないものであってもよく、別の実施形態において、装置１４０は、部分的に、ま
たは完全に遠隔制御可能であってもよい。
【００２５】
　一部の実施形態において、装置１４０は、生体内のビデオカメラ、例えば撮像装置１４
６を含んでもよく、装置１４０が胃腸（ＧＩ）の内腔を通過する間に、例えば、その胃腸
（ＧＩ）管の画像を取り込んで送信してもよい。他の内腔および／または体腔が装置１４
０によって撮像および／または検出されてもよい。一部の実施形態において、撮像装置１
４６は、例えば、電荷結合素子（ＣＣＤ）カメラまたは撮像装置、相補型金属酸化膜半導
体（ＣＭＯＳ）カメラまたは撮像装置、デジタルカメラ、静止カメラ、ビデオカメラ、ま
たは他の適切な撮像装置、カメラあるいは画像獲得構成要素を含んでもよい。
【００２６】
　一部の実施形態において、装置１４０における撮像装置１４６は、必要に応じてトラン
シーバ１４１に接続されてもよい。トランシーバ１４１は、例えば画像を外部のトランシ
ーバまたは受信機／レコーダ１１２（例えば１つ以上のアンテナを介して）に送信しても
よく、その受信機／レコーダ１１２はそのデータをプロセッサ１１４および／または記憶
ユニット１１９に送信してもよい。トランシーバ１４１はまた制御能力を含んでもよいが
、制御能力は別個の構成要素、例えばプロセッサ１４７に含まれてもよい。トランシーバ
１４１は画像データ、他の検出されたデータ、および／または他のデータ（例えば制御デ
ータ、ビーコン信号など）を受信装置に送信可能な任意の適切な送信機を含んでもよい。
また、トランシーバ１４１は、例えば、外部のトランシーバからの信号／コマンドを受信
可能であってもよい。例えば、一部の実施形態において、トランシーバ１４１は、チップ
・スケール・パッケージ（ＣＳＰ）に提供されることもある、超低電力無線周波数（ＲＦ
）高帯域幅送信機を含んでもよい。
【００２７】
　一部の実施形態において、トランシーバ１４１は、アンテナ１４８を介して送信／受信
してもよい。トランシーバ１４１および／または装置１４０における別のユニット、例え
ばコントローラまたはプロセッサ１４７が、装置１４０を制御し、装置１４０の動作モー
ドまたは設定を制御し、および／または装置１４０内の制御動作を実行するか、または動
作を処理するために、例えば、１つ以上の、制御モジュール、処理モジュール、回路網、
および／または機能性などの制御能力を含んでもよい。一部の実施形態によれば、トラン
シーバ１４１は、例えば、アンテナ１４８を介して、あるいは異なるアンテナまたは受信
要素を介して、信号を受信（例えば患者の体外から）してもよい受信機を含んでもよい。
一部の実施形態によれば、信号またはデータは、装置１４０内の別個の受信装置によって
受信されてもよい。
【００２８】
　電源１４５は１つ以上のバッテリまたは電池を含んでもよい。例えば、電源１４５は、
酸化銀電池、リチウムバッテリ、高エネルギ密度を有する他の適切な電気化学的電池など
を含んでもよい。他の適切な電源が用いられてもよい。例えば、電源１４５は、外部電源
（例えば電磁場発生器など）から電力またはエネルギを受け取ってもよく、その外部電源
は電力またはエネルギを生体内の装置１４０に送信するために用いられてもよい。
【００２９】
　一部の実施形態において、電源１４５は、装置１４０内にあってもよく、および／また
は、例えば電力を受信するために、外部電源との結合を必要とされなくてもよい。電源１
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４５は、電力を装置１４０の１つ以上の構成要素に対して、継続的に、略継続的に、ある
いは非離散的な方法またはタイミングで、あるいは周期的方法、断続的方法、あるいは他
の非継続的方法で、提供してもよい。一部の実施形態において、電源１４５は、電力を装
置１４０の１つ以上の構成要素に対して、例えば、トリガイベント、または外部起動、ま
たは外部の刺激の要求に必ずしも応じてではなく、あるいは必ずしも基づかずに、提供し
てもよい。好ましい実施形態において、電源１４５は必要に応じてデータバスに結合され
てもよく、異なるバッテリパラメータの状態に関するデータを、例えば要求に応じて提供
してもよい。バッテリから読み出されてもよいバッテリデータパラメータは、特定のモー
ドにおいて、現在の能力、電圧、バッテリ、および／または、製造者識別コード、能力の
最大誤差百分率などを作動するための推定残り時間を含む。一実施形態において、信号が
送信されるごとの間、電源１４５の電圧が測定される。電圧がプログラム可能な閾値未満
にまで下がる場合、例えば、電圧が、その初期値または最大値の２０％未満、あるいは、
２．４Ｖなどの絶対値未満にまで下がる場合、装置は、画像取り込みモードを中止しても
よく、リアルタイムにおいて、プログラム可能なコマンドまたは、外部制御ユニットから
受信されたコマンドに依存して、別のモードに移ってもよい。同様に、電圧がプログラム
可能な閾値未満に下がる場合、装置は、ビーコン信号送信モード（以下で詳細に説明する
）を停止（または開始）してもよい。
【００３０】
　必要に応じて、一部の実施形態において、トランシーバ１４１は、例えば、撮像装置１
４６によって生成された信号および／またはデータを処理するために、処理ユニット、プ
ロセッサ、またはコントローラを含んでもよい。別の実施形態において、処理ユニットは
、装置１４０内の別個の構成要素、例えばコントローラまたはプロセッサ１４７を用いて
実装されてもよく、あるいは、撮像装置１４６、トランシーバ１４１、または別の構成要
素の一体型部分として実装されてもよく、あるいは必要とされなくてもよい。処理ユニッ
トは、例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、マイ
クロプロセッサ、コントローラ、チップ、マイクロチップ、コントローラ、回路網、集積
回路（ＩＣ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、または任意の他の適切な多目的プロ
セッサもしくは特定のプロセッサ、コントローラ、回路網または回路を含んでもよい。一
部の実施形態において、例えば、処理ユニットまたはコントローラは、トランシーバ１４
１に内蔵されてもよく、またはそれと一体化されてもよく、例えば、ＡＳＩＣを用いて実
装されてもよい。
【００３１】
　一部の実施形態において、撮像装置１４６は、継続的に、略継続的に、あるいは非離散
的な方法、例えば、トリガイベント、もしくは外部起動、もしくは外部の刺激の要求に必
ずしも応じてではなく、または、必ずしも基づかずに、あるいは周期的方法、断続的方法
、あるいは他の非継続的方法で、生体内の画像を獲得してもよい。
【００３２】
　撮像処理または画像取り込み処理は、撮像装置１４６が画像を取り込み、トランシーバ
１４１がその画像データを受信ユニット１１２に送信する間の時間周期を含んでもよい。
撮像処理は、例えば、タイムアウトの表示、または電源１４５の低電圧、または外部制御
コマンドによって、終了または完了されてもよい。そのようなコマンドは、外部制御ユニ
ットから装置１４０によって受信されてもよく、その外部制御ユニットは、患者の体外に
配置される別個のユニットであってもよく、または例えば、受信ユニット１１２と一体化
されていてもよい。外部制御ユニットは、例えば、受信ユニット１１２内で一体化された
制御／処理ユニット１２２であってもよい。一実施形態において、装置の電源１４５は、
トランシーバ１４１を介して表示を送信してもよく、制御／処理ユニット１２２に低バッ
テリ状態を通知する。撮像装置プロセッサ１４７またはバッテリに動作可能なように接続
された別のユニットは、例えば、現在のバッテリ状態または他のバッテリパラメータを決
定するために、バッテリ内における内部レジスタをサンプリングしてもよい。それに応じ
て、制御／処理ユニット１２２は、装置１４０に制御コマンドを送信して、撮像処理を一
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時的にかまたは永続的に停止させてもよい。送信電力は、リアルタイムに制御されてもよ
いか、または例えば、信号のタイプごとに予めプログラムされてもよい。ビーコン信号は
、通常、トランシーバ１４１によって送信されるが、別のユニット、例えばＲＦ送信ユニ
ットによって送信されてもよい。ビーコン信号は、装置１４０のバッテリ電力を節約する
ように、比較的低い電力を用いて送信されてもよい。好ましい実施形態において、ビーコ
ン信号は、カプセル内のセンサによって検出される任意の生体内の情報を含まない。例え
ば、ビーコン信号は、生体内の画像情報、温度情報または圧力情報のいずれも含まない。
ビーコンの目的は、カプセルの存在／場所を通知すること、および／またはバッテリが完
全に使い果たされていないか、カプセルがまだ移動しているかを決定することができるこ
とであってもよい。
【００３３】
　ビーコン信号と比較して、装置によって送信される画像信号は、受信ユニット１１２に
よる最適な受信を照合するために、より高い電力を用いて送信されてもよい。
　一部の実施形態において、トランシーバ１４１は、継続的に、または略継続的に、例え
ば、トリガイベント、もしくは外部起動、もしくは外部の刺激の要求に必ずしも応じてで
はなく、または、必ずしも基づかずに、あるいは周期的方法、断続的方法、あるいは他の
非継続的方法で、画像データを送信してもよい。トランシーバ１４１は、テレメトリデー
タまたはビーコン信号などの他のデータを送信してもよい。ビーコン信号は、固定した時
間周期内に送信されたバースト、例えば、一秒ごとに一回のバーストまたは１０秒ごとに
一回のバーストなどであってもよい。時間周期の他の構成が用いられてもよく、その構成
は、例えば、時間パラメータ、電力パラメータ、または受信された画像のパラメータに依
存して変化されてもよい。ビーコン信号は可変の時間周期または速度において送信されて
もよく、装置１４０は、ビーコンの送信周期、速度、または規則性を変化させるために、
オンザフライで構成されてもよい。通常、ビーコン信号のバーストは、装置１４０からの
内部データのみ、例えば、テレメトリデータまたはバッテリ状態などの内部構成要素の現
在の状態を含むので、ビデオデータまたは画像データはこれらのバーストの間には送信さ
れない。通常、バーストの長さは、１０ミリ秒から１００ミリ秒の間であってもよい。一
部の実施形態によれば、ビーコン信号周波数は、例えば、電力を節約するために、画像デ
ータのために用いられる周波数よりも低くてもよい。装置１４０は予めプログラムされて
いてもよく、あるいは、例えば、６０分間で１０秒ごとに一度、次の２４時間で２０秒ご
とに一度、バッテリの寿命の残りの間、６０秒ごとに一度、ビーコン信号を送信するため
に、コマンドを受信してもよい。別の電源が装置１４０において用いられる場合、ビーコ
ンは、信号を送信するのに十分な電力がある限り継続してもよい。制御コマンドは、例え
ば、外部の制御／処理ユニット１２２から受信されてもよい。
【００３４】
　一部の実施形態によれば、ビーコン信号は、その装置の画像取り込み処理が完了され、
停止され、または終了された後に送信されてもよい。画像取り込み処理は、例えば、画像
取り込み処理が一時的に停止された場合、一時的に、または永続的のいずれかで停止され
てもよく、その装置は、特定のタイプのビーコン信号の送信を開始してもよく、またはそ
のビーコン信号は特定の電力の強さにおいて送信されてもよく、その画像取り込み処理が
再開されたとき、そのビーコン信号の送信は停止されてもよい。その画像取り込み処理が
永続的に停止された場合、その装置は別のタイプのビーコン信号を送信してもよい。その
ような信号は、イメージング処理が終了されたことを示してもよい。ビーコン信号の送信
の強さまたは周波数はまた、例えば、その画像信号送信の強さ／周波数よりも低くてよい
所定の値に変化されてもよい。その結果、受信ユニットにおける受信された信号の強さ／
周波数は、その装置が画像取り込み処理を完了したかどうかを示してもよい。そのビーコ
ン信号は、例えば、１０ラインのフレームで、各２５０バイトの小さいフレームサイズを
用いて生成されてもよい。他のフレームサイズが用いられてもよい。送信時間は非常に短
くてもよく、例えば、送信速度が８［Ｍｂｉｔ／ｓ］である場合、ビーコン信号の送信の
長さの値は２．８［ｍＳｅｃ］であってもよい。同様に、通常の画像データフレームは、
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例えば、１８［ｍＳｅｃ］で送信されてもよい。通常、ビーコン信号は非常に低いフレー
ム速度で送信される。
【００３５】
　一部の実施形態において、装置１４０は、例えば、１つ以上の発光ダイオード（ＬＥＤ
）、「白色ＬＥＤ」、または他の適切な光源などの１つ以上の照明源１４２を備えてもよ
い。照明源１４２は、例えば、撮像および／または検出される体腔または腔を照射しても
よい。例えば、１つ以上のレンズまたは複合レンズアセンブリ、１つ以上の適切な光ファ
イバ、あるいは任意の他の適切な光学要素などの１つ以上の光学要素を含む光学系１５０
が、必要に応じて、装置１４０に備えられてもよく、反射光を撮像装置１４６に焦点を合
わせ、照射光の焦点を合わせ、および／または他の光処理動作を実行するのを助けてもよ
い。
【００３６】
　一部の実施形態において、装置１４０の構成要素は、例えば、カプセル形状、楕円形状
、または他の適切な形状を有する、ハウジングまたはシェル内に入れられてもよい。ハウ
ジングまたはシェルは略透明であってもよく、および／または、略透明であってもよい１
つ以上の部分、窓、または半球体を備えてもよい。例えば、装置１４０内の１つ以上の照
明源１４２は、透明の窓または半球体を介して体腔を照射してもよく、その体腔から反射
された光は、例えば、同様の透明な部分、窓、または半球体を介して、あるいは、必要に
応じて、別の透明の部分、窓、または半球体を介して、装置１４０に入ってもよく、光学
系１５０および／または撮像装置１４６によって受信されてもよい。一部の実施形態にお
いて、例えば、光学系１５０および／または撮像装置１４６は、照射源１４２が体腔を照
射する同様の窓または半球体を介して、体腔から反射された光を受信してもよい。
【００３７】
　一実施形態によれば、装置１４０が患者の胃腸（ＧＩ）管を横断する間、装置１４０は
、画像、および可能であれば他のデータを、患者の体外に配置される構成要素に送信し、
その構成要素はそのデータを受信および処理する。通常、受信ユニット１１２は、１つ以
上の位置において、患者の体外に配置される。受信ユニット１１２は、通常、例えば、信
号を、装置１４０との間で送受信するための１つ以上のアンテナまたはアンテナアレイ１
２４を含んでもよいか、または動作可能に付随されてもよい。受信ユニット１１２は通常
、画像受信機記憶ユニットを含む。一実施形態によれば、画像受信機１１２および画像受
信機記憶ユニットは小さく、携帯可能であり、通常、少なくとも画像取り込み処理が終了
していると決定されるまで、画像の記録の間、患者の身体に着用されている（または、患
者の身体にごく接近して配置される）。
【００３８】
　受信ユニット１１２は、信号検知ユニット１２３を含んでもよいか、またはそれと動作
可能なように付随されてもよく、その信号検知ユニット１２３は、例えば装置１４０から
送信される信号を検知してもよい。信号検知ユニット１２３は、アンテナまたはアンテナ
アレイ１２４と結合されてもよいか、またはそれらに含まれてもよい。信号検知ユニット
１２３は、受信された信号の電力の強さ、周波数、および／または、速度を測定してもよ
い。信号検知ユニット１２３は、受信された信号のタイプ、強さ、長さ、速度、コンテン
ツ、および／または周波数に関して、例えば制御／処理ユニット１２２に表示を提供して
もよい。信号の他のパラメータが検知されてもよい。例えば、画像信号が装置１４０から
受信される場合、信号検知ユニット１２３は、信号の強さおよび信号のタイプを、制御／
処理ユニット１２２に通過させてもよい。信号のタイプがビーコン信号へと変化する場合
、または特定のタイムアウト周期の後で信号が検知されない場合、制御／処理ユニット１
２２は、例えば信号検知ユニット１２３からそのような通知を受け取ってもよい。
【００３９】
　一部の実施形態において、装置が生体内にあるかないかを決定することは可能でない場
合がある。受信ユニットまたは制御ユニットはまた、そのような場合を通知してもよい。
　以下でさらに詳しく説明されるように、制御／処理ユニット１２２は、受信された装置
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の信号のタイプ、強さ、長さ、速度、コンテンツ、および／または周波数に関して、現在
利用可能な情報を評価してもよく、その情報に基づいて、画像取り込み処理が依然として
処理中であるか、あるいは完了または停止されているかを決定してもよい。制御／処理ユ
ニット１２２は、画像取り込み処理の終了に関する通知を、例えば、通知ユニット１３０
を介して、受信ユニット１１２に含まれてもよいディスプレイに、あるいは、例えば離れ
たまたは別個のディスプレイユニットにワイヤレスで出力してもよい。通知はまた、その
終了が処理の完了、低バッテリ電源、外部コマンド、または他の理由のためであるかどう
か、および、それが永続的または一時的な終了なのかどうかを示してもよい。
【００４０】
　一部の実施形態において、装置１４０は、データ、制御、または他の機能の表示を提供
するために、外部の受信および表示システム（例えば、ワークステーション１１７または
モニタ１１８）と通信してもよい。例えば、電力は、内部バッテリ、内部電源、または電
力を受信することができるワイヤレスシステムを用いて装置１４０に提供されてもよい。
他の実施形態は他の構成および性能を有してもよい。例えば、構成要素は、複数の場所ま
たはユニットにわたって分散されてもよく、制御情報または他の情報は外部源から受信さ
れてもよい。
【００４１】
　プロセッサ１１４は、処理ユニット、プロセッサ、またはコントローラを含んでもよい
。処理ユニットは、例えば、ＣＰＵ、ＤＳＰ、マイクロプロセッサ、コントローラ、チッ
プ、マイクロチップ、コントローラ、回路網、ＩＣ、ＡＳＩＣ、あるいは任意の他の適切
な多目的もしくは特定のプロセッサ、コントローラ、回路網、または回路を含んでもよい
。
【００４２】
　データプロセッサ１１４は、装置１４０から、外部受信機／レコーダ１１２を介して受
信されたデータを分析してもよく、記憶ユニット１１９と通信してもよく、例えばフレー
ムデータを記憶ユニット１１９との間で移す。データプロセッサ１１４は、その分析され
たデータをモニタ１１８に提供してもよく、ここでユーザ（例えば医師）はそのデータを
閲覧してもよいか、または使用してもよい。一部の実施形態において、データプロセッサ
１１４は、リアルタイム処理および／または後の時間に実行および／または閲覧される後
処理のために構成されてもよい。制御性能（例えば、遅延、タイミングなど）が装置１４
０の外部にある場合、適切な外部装置（例えば、送信機またはトランシーバを有するデー
タプロセッサ１１４または外部の受信機／レコーダ１１２）は、１つ以上の制御信号を装
置１４０に送信してもよい。
【００４３】
　モニタ１１８は、例えば、１つ以上のスクリーン、モニタ、または適切なディスプレイ
ユニットを含んでもよい。モニタ１１８は、例えば、装置１４０によって取り込まれたお
よび／または送信された１つ以上の画像または一連の画像、例えば、消化（ＧＩ）管また
は他の画像化された体腔もしくは腔の画像を表示してもよい。さらに、または代替として
、モニタ１８は、例えば、制御データ、場所または位置データ（例えば、装置１４０の場
所または相対的な場所を記載または示すデータ）、方向性データ、および様々な他の適切
なデータを表示してもよい。一部の実施形態において、例えば、画像およびその位置（例
えば、画像化される体腔に関連する）または場所の両方が、モニタ１１８を用いて提示さ
れてもよく、および／または記憶ユニット１１９を用いて保存されてもよい。収集された
画像データおよび／または他のデータを記憶および／または表示する他のシステムおよび
方法が用いられてもよい。
【００４４】
　通常、装置１４０は、別々の部分に画像情報を送信してもよい。各々の部分は、通常、
画像またはフレームに対応していてもよく、他の適切な送信方法が用いられてもよい。例
えば、一部の実施形態において、装置１４０は、０．５秒ごとに一度、画像を取り込みお
よび／または獲得してもよく、その画像データを外部の受信ユニット１１２に送信しても
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よい。他の一定のおよび／または可変の取り込み速度および／または送信速度が用いられ
てもよい。
【００４５】
　生体内の画像取り込み処理の終了の原因を決定することは、その処理を終了させ得る様
々な理由のために複雑な場合がある。例えば、生体内のイメージング装置の電力供給が使
い果たされ、装置が画像を取り込むことを停止してしまう場合がある。一部の実施形態に
よれば、その装置は、特定のバッテリレベル閾値に達すると、画像を撮影することを中止
するようにプログラムされていてもよい。残りの電力は、装置から最小限の電力のビーコ
ン信号を送信するために用いられてもよい。装置は、所定の周期の間（例えば、４８時間
または７日など、あるいは、電源が完全に使い果たされるまでなど）、低いレベルのビー
コン信号送信を継続してもよい。一部の実施形態によれば、装置は、所定の周期が経過し
た後、例えば、６０分または１０時間の稼動、または異なる固定された周期の後に、画像
を取り込むことを停止するように予めプログラムされてもよい。また、その装置は、カプ
セル内での特定のイベントの発生を検知した後、または、カプセルが特定の位置に到達し
たことを検知（例えば、小腸または別の器官の入口の検知など）したとき、画像取り込み
モードを停止するように予めプログラムされていてもよい。一例において、体外の受信ユ
ニットまたは信号検知ユニットは一時的または永続的な不具合を有している場合があり、
イメージング装置による送信にもかかわらず、受信ユニットが１つも画像を受け取ってい
ないことがある。別の例において、カプセルは、ハードウェアの不具合またはソフトウェ
アの不具合を有する場合があり、信号の送信を停止する場合がある。一実施形態において
、受信ユニットは、リアルタイムで、受信された画像、例えば、カプセルから適切に受信
された一連の最後の画像を分析してもよく、その処理が完了されたかどうか（例えば、装
置によって、取り込まれた生体内の画像ではない画像を検知したときなど）を決定しても
よい。装置は、例えば、外部制御ユニットから、イメージング処理を終了するためにコマ
ンドを受信してもよい。
【００４６】
　通常、カプセルの内視鏡検査処理において、患者および／または医療専門家は、イメー
ジング処理が終了した時間を知りたいと望む。患者／医者はまた、カプセルが身体から排
出されていないことを懸念する場合があり、カプセルの排出を通知することで患者の心配
を取り除く。
【００４７】
　従って、生体内の画像取り込み処理の終了および自律型の生体内の装置の体外への排出
を決定するための方法が本明細書において提供される。
　ここで、図２Ａを参照する。図２Ａは、本発明の一実施形態に係る画像取り込み処理の
終了を決定する例示的方法を示す。一実施形態によれば、この方法は、生体内のイメージ
ング装置が画像取り込みモードで動作中であるかどうかを確認する工程（ステップ３００
）を含んでもよい。そのモードは、例えば、装置に含まれる撮像装置の画像取り込みモー
ドであってもよい。画像取り込み動作モードは、装置からの画像データを外部受信ユニッ
トに送信し、その受信ユニットによって画像データを受信／保存することを含んでもよい
。受信ユニットは、例えば、上述の受信ユニット１１２であってもよい。信号検知ユニッ
ト１２３は、装置が画像信号を送信しているかどうかを決定するために用いられてもよい
。その方法の次のステップにおいて、画像は、例えば、制御／処理ユニット１２２など（
または別のユニットによって、その場合、受信ユニット１１２に必ずしも含まれなくても
よい）の処理ユニットによって分析されてもよい。この分析は、その画像が生体内の画像
、または患者の身体外で撮影された画像であるかどうかを決定する工程（ステップ３１０
）を含んでもよい。
【００４８】
　画像が生体内の画像、または患者の身体外で取り込まれた画像であるかどうかの、例え
ばリアルタイムの分析は、受信された画像が適切なカプセルによって送信されたかどうか
を確証するために用いられてもよい。例えば、数人の患者が同時に画像取り込み処理を受
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けている場合、受信ユニットは、異なるイメージング装置から送信される画像信号を検知
する場合がある。このことは、例えば、イメージング装置を飲み下す前に、画像を分析し
、その画像が適切なイメージング装置から届けられたものであることをいったん確証され
たら、単一の送信装置と単一の受信ユニットとの間を一組のセットとするか、またはそれ
らを関連付けることを必要する場合がある。一例において、その確証は、例えば、特定の
所定の景色または写真においてカプセルを指し示し、どのカプセルがどの受信ユニットに
属するかを自動的に検知することによって、画像取り込み処理の初期段階の間に実行され
てもよい。さらに、本明細書で記載された方法の一部または全ては、例えば、受信ユニッ
トが、外因性のカプセルから信号を受信した場合に生じ得るエラーまたはエラーを含む決
定を回避するために、受信ユニットと適切なカプセルとの間の対形成または関連付けを生
成する工程を含んでもよい。
【００４９】
　一実施形態によれば、画像分析はまた、その装置が飲み下されたかどうかを自動的に決
定する工程を含んでもよく、それにより、生体内の画像取り込みモードの開始に関して患
者または医療専門家に通知することを可能にする。別の実施形態において、画像分析は、
カプセルが特定の生体内の位置に到達したかどうか、例えば、カプセルが胃、小腸、また
は結腸に入ったかどうかをリアルタイムで検知するために用いられてもよく、そのような
検知に基づいて通知が提供されてもよい。イメージング装置が飲み下された（または装置
が生体内にある）ことの自動検知が、自動的に、または外部制御ユニットから受信された
コマンドのいずれかによって、動作の特定のモードを起動するために、および／または、
センサ、照明源などの装置の特定の構成要素を作動するために、装置をトリガしてもよい
。
【００５０】
　画像が生体内の画像であることが決定された場合、その方法は、通常の動作を確認する
ステップ３００へと戻る工程を含んでもよい。しかしながら、画像が患者の身体外から撮
影された画像であることが決定された場合、その方法は、画像の分析が一致しているかど
うかを確認する工程（ステップ３２０）を含んでもよい。例えば、一実施形態において、
一連の画像が分析されてもよく、一連の画像の所定数が患者の身体外で撮影されたことが
決定された場合のみ、その画像分析は一致していると決定され、カプセルが身体外にある
という通知がなされてもよい（ステップ３３０）。図１に示す通知ユニットは、例えば、
患者、または患者の画像取り込み処理の状態を見守る医療専門家にそのような通知を提供
してもよい。画像分析が一致していないと決定された場合、例えば、２つの画像は、身体
外で撮影されたと分析され、次いで２つの画像が生体内の画像であると分析された場合、
さらなる画像が確認されてもよく、例えば、ステップ３００／３１０に戻り、イメージン
グ装置から送信され得る新しい画像を分析する。
【００５１】
　ステップ３００において、装置は、画像取り込みモードではない別のモードにおいて動
作してもよい。例えば、使い果たしたバッテリまたは構成要素の不具合のために、その装
置が全く動作しない場合がある。一実施形態において、多数の通信エラーを有する画像信
号が装置から取り込み／受信される場合があり、または、全く信号が受信されない場合が
ある。そのような事態は、例えば、イメージング装置のバッテリがほぼ使い果たされてお
り、そのバッテリが、低い電圧（所定の電圧レベルが設定されていてもよい）で作動して
いる場合などに生じる場合がある。また、そのような事態は、イメージングカプセルがセ
ンサからさらに遠くに離れ、例えば身体から離脱している場合に生じる場合がある。好ま
しい実施形態において、バッテリは受信ユニットに通知し（または、受信ユニットはバッ
テリレジスタ状態を確認し）、受信ユニットは、コマンドをイメージング装置に送信して
ビーコンモードにおける作動に切り替えてもよい。その装置はまた、例えば、その処理に
対してプリセットされたタイムアウト周期の経過など、他の理由の結果として、自動的に
ビーコンモードに切り替えてもよい。別の事態において、受信ユニットまたは信号検知ユ
ニットは、イメージング装置から１つも信号を検知しない場合がある。一実施形態によれ
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ば、受信ユニットにおける信号検知ユニットまたは別の構成要素は、信号がビーコンタイ
プの信号であることを検知してもよい（ステップ３４０）。例えば所定の時間周期の間、
タイムアウトが経過した場合（ステップ３５０）、カプセルが生体内にあるという通知が
なされてもよい（ステップ３６０）。タイムアウトが経過していない場合、動作モードは
再度確認されてもよい（ステップ３００）。
【００５２】
　信号がカプセルから検知されない場合（３４０）で、所定のタイムアウトが経過された
場合（ステップ３７０）、カプセル状態は未知であるか、または不確定という通知がなさ
れてもよい（ステップ３８０）。例えば、その装置が依然として身体内なのか、排出され
ているのかどうかを、例えば、装置から受信された最後の画像に基づいて決定することが
可能でなくてもよい。
【００５３】
　ここで図２Ｂを参照し、図２Ｂは、画像取り込み処理の終了を決定する方法のさらなる
例を示す。図２Ａに示した方法と同様に、その方法は、生体内のイメージング装置が画像
取り込みモードで動作中であるかどうかを確認する工程（ステップ４００）を含んでもよ
い。そのモードが画像取り込みモードとして決定されない場合、すなわち別のタイプの信
号が検知されるか、または信号が検知されない場合、その方法は、図２Ａのステップ３４
０に記載された実施形態と同様に継続してもよい。
【００５４】
　そのモードが画像取り込みモードとして決定される場合、例えば、画像データが外部の
受信ユニットによって受信された場合、ＲＳＳＩ（受信信号強度表示、これは受信ユニッ
トによって受信されたとき、その信号の電力のレベルを提供する）は、ＲＳＳＩの閾値レ
ベルと比較されてもよい（ステップ４１０）。ＲＳＳＩの閾値レベルは、例えば、最後の
５０または１００の画像信号の平均ＲＳＳＩに基づいて、リアルタイムに計算されてもよ
く、あるいは、その閾値は特定の値にプリセットされていてもよい。ＲＳＳＩ閾値を計算
する他の方法は、現在の処理において記録された最も高いＲＳＳＩの百分率などが用いら
れてもよい。ＲＳＳＩが閾値よりも低い場合、次の受信された信号はまた、受信レベルが
、タイムアウト周期中一致しており、一時的な変則性がないことを確証するために比較さ
れてもよい。ＲＳＳＩがＲＳＳＩの閾値レベル未満であると決定された場合、ユーザは、
その処理が終了され、イメージング装置が身体から出たことが通知されてもよい（ステッ
プ４６０および４７０）。ＲＳＳＩがＲＳＳＩ閾値レベルよりも上である場合、その装置
の動作モードは再度確認されてもよい（ステップ４００に戻る）。
【００５５】
　ＲＳＳＩの比較の結果が閾値レベルよりも上であると決定されている場合、イメージン
グ装置の電力（電圧）レベルは確認されてもよい（ステップ４２０）。例えば、バッテリ
電圧レベルはサンプリングされてもよく、すなわちイメージング装置の構成要素によって
サンプリングされてもよく、その結果は、受信ユニットへ送信されてもよい。カプセルか
ら受信された電圧レベルは、電圧閾値レベル、例えば、２．５ボルトの所定の値など、ま
たは、例えば、初期（または最も高い）電圧レベルよりも、１０％または２０％低くても
よい、相対的なバッテリ電圧レベルと比較されてもよい。また、電圧レベルの比較は、イ
メージング装置の内部に配置された処理ユニットによって実行されてもよい。電圧が低い
と決定された場合、その装置は、画像取り込みモードを停止するように設定され、ビーコ
ンモードに切り替えてもよい（ステップ４３０）。例えば、その装置は、電圧レベルの比
較結果に基づいてビーコンモードに自動的に切り替えてもよく、またはその装置は、外部
制御ユニット、例えば受信ユニットからコマンドを受信して、画像取り込みモードを停止
し、別のモード、例えばビーコンモードまたはテレメトリモードに移行してもよい。その
装置または外部制御ユニットは、次いで、ユーザに処理が終了したことを通知してもよく
（ステップ４４０）、その装置が依然として現時点で生体内にあることが決定されてもよ
い（ステップ４５０）。その決定は、モードの変更に基づいて自動的であってもよく、ま
たは上述したように画像分析によって確証されてもよい。
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【００５６】
　この方法は、図２Ａに記載された方法の代わりに、またはそれに追加して、用いられて
もよい。他のステップ／方法は、画像取り込み処理の終了を決定するために用いられても
よい。
【００５７】
　ここで図２Ｃを参照し、図２Ｃは、本発明の一実施形態に係る画像取り込み処理の終了
を決定する一般的な方法を示す。生体内のイメージング装置、例えばカプセル内視鏡が画
像取り込み処理を完了または停止したかどうかを決定するために、その装置が、ステップ
２２０において示されるように、任意の信号を送信するかどうかがまず決定されてもよい
。受信ユニット１１２（図１に示されるように）は、装置１４０が、例えば装置からの信
号を受信するためのタイムアウト周期に基づいて、送信しているかどうかを検知してもよ
い。タイムアウト周期は、例えば、異なるタイムアウト周期、異なるタイプの装置、異な
るフレーム速度、または異なるタイプの手順などの異なるパラメータを用いて予め決定さ
れるか、または予めプログラムされていてもよい。また、タイムアウト周期は、イメージ
ング装置が患者の身体内の特定の位置に到達したことの検知など、イベントの検知時に生
じてもよい。一部の実施形態によれば、受信ユニット１１２は、信号を装置に送信し、装
置からの反応を待機してもよい。一部の場合、一時的な不具合によって、信号検知ユニッ
ト１２３による、装置からの信号を受信／検知することを回避してもよく、例えば、ケー
ブルが、受信ユニットからの受信アンテナを一時的に切断する場合がある。それゆえ、一
部の実施形態によれば、タイムアウト周期はそのような事態を考慮するのに十分に長くあ
るべきである。一部の実施形態において、そのような不具合が検知されてもよく、ユーザ
がその不具合を修正することができるように通知がなされてもよい。
【００５８】
　その装置が信号を送信していることを決定された場合、その信号のタイプは、ステップ
２２２に示されるように、決定されてもよい。受信ユニット１１２は、例えば、信号の長
さ、信号のコンテンツ、信号の強さ、強度、速度、または送信された周波数などに基づい
て、信号のタイプを決定してもよい。他の方法またはパラメータが、信号のタイプを決定
するために用いられてもよい。可能な信号のタイプは、画像信号またはビデオ信号、可変
の周波数のテレメトリ信号およびビーコン信号、電力、速度および／またはコンテンツな
どを含んでもよいが、それらに限定されない。一実施形態によれば、受信された信号が画
像データを含む場合、イメージング処理は、依然として処理中であると決定される（ステ
ップ２２４）。受信された信号がビーコン信号であるか、または、カプセルが画像の取り
込みを停止した後に送信される別の特定のタイプの信号であることが決定された場合、イ
メージング処理は終了されたと決定されてもよい。通常、制御／処理ユニット１２２また
は受信ユニットにおける他の構成要素は、画像取り込み処理の終了を決定してもよい。他
の構成要素が処理の終了を決定するために用いられてもよい。その処理が依然として処理
中であると決定された場合、その方法は、その装置が任意の信号を送信しているかどうか
を決定する、ステップ２２０に戻ることを含んでもよい。
【００５９】
　一部の実施形態において、受信ユニット１１２または受信ユニット１１２と動作可能な
ように結合された通知ユニット１３０が、患者に対して処理の終了を通知してもよい（ス
テップ２２６）。この通知は、受信ユニット（または通知ユニット）に接続された携帯用
ディスプレイ上に出力されてもよく、あるいは、ＬＥＤを光らせるかまたは点滅させ、バ
イブレーション機構、またはスピーカが提供した音声信号によって（これらは受信ユニッ
ト１１２または通知ユニット１３０に含まれてもよい）、通知されてもよい。他の通知方
法が可能である。
【００６０】
　画像取り込み処理が終了されたことを決定した後、制御／処理ユニットは、イメージン
グ装置１４０が依然として患者の体内にあるか（ステップ２２８）、または患者の身体か
ら排出されているかどうかを決定してもよい。一実施形態によれば、その装置が生体内に
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あるかどうかを決定することは、生体内の装置から受信された最後の画像を分析すること
によって実行されてもよい。通常、生体内の装置は、光源が動作中に、画像を取り込むよ
うに構成される。しかしながら、一部の実施形態において、生体内の装置は、光源が動作
していないときにも画像を取り込み、これらの画像は、例えば、光を有する画像からノイ
ズを除去するために用いられる。そのような画像は暗画像（ｄａｒｋ　ｉｍａｇｅ）と呼
ばれる。生体内のイメージング装置が生体内にあるとき、暗画像は通常実質的に黒い。装
置が患者の身体外にあるとき、暗画像は通常、外部光と共に取り込まれ、その外部光によ
って、それらの画像は、生体内で撮られたものよりも実質的に明るいものとなる。その装
置から送信された暗画像における光強度を分析することによって、その画像が生体内また
は体外で撮られたかどうかを決定することが可能でもよく、それゆえ、装置から受信され
た最後の画像（または一連の画像）が生体内の画像か否かが決定されるかどうかに基づい
て、装置が生体内にあるか否かを患者に通知することが可能となる（ステップ２３０）。
画像分析の他の方法、例えば、生体内で取り込まれた画像に典型的である色を識別するた
めに最後に受信された画像と、カプセルが身体から出たことを示し得る他の色を有する画
像とを比較して分析することなどが用いられてもよい。別の可能な実施形態は、最後の画
像、例えば、エラーなく、または僅かなエラー／ノイズレベルで受信された最後の２０個
の画像を、受信ユニット１１２に含まれる場合があるＬＣＤスクリーンまたは他の携帯可
能なディスプレイ上に提示することであり、ユーザ（例えば医者または医療専門家）は、
最後の画像が生体内または体外で取り込まれたかどうかを決定してもよい。そのような処
理により、装置が体内から排出されたかどうかを決定するために閲覧するために、画像を
ダウンロードし、それらをコンパイルする必要性を回避し得る。
【００６１】
　装置が依然として患者の体内にあるかどうかを決定することは、他の方法を用いて実行
されてもよい。例えば、受信ユニット１１２は、カプセル１４０内における低バッテリ状
態を通知されてもよい。受信ユニット１１２が低バッテリ状態の通知を受け取っておらず
、しかしながら突然に、イメージング装置から信号を受信することを停止した場合、カプ
セルが体内から排出されたと決定されてもよい。低バッテリ状態の通知の場合、フレーム
速度は変更され得、例えば、以前の速度の１０％に落下するか、あるいは１分間に１フレ
ームの速度にまで落下するか、または別の所定の速度に落下する場合がある。この低いフ
レーム速度のモードにおいて取り込まれた画像は、例えば、受信ユニット１１２に含まれ
てもよい携帯可能なスクリーンまたはＬＣＤディスプレイ上にて、ユーザに提供されても
よい。ユーザ（例えば患者）は低バッテリ状態を通知されてもよく、医者は表示された画
像を確認してもよい。この実施形態により、例えば、バッテリ電力が予測／希望よりも早
くに使い果たされた場合、またはカプセルの移動が予測よりも緩慢であった場合などに、
イメージング装置が体外から出たかどうかを決定することができる。低いバッテリ電力の
通知が存在する場合、次いで受信ユニットは信号を受信することを停止し、その装置が処
理の最後において、患者の体内に依然として存在することが決定されてもよい。好ましく
は、装置は、そのような場合においてビーコンモードに切り替えられてもよい。
【００６２】
　その装置が生体内にあるかないかを決定する他の方法が用いられてもよい。例えば、圧
力測定ユニットが装置１４０に結合されてもよく、通常は外圧よりも高い場合がある生体
内の圧力の変化がそのようなユニットによって検知されてもよい。圧力測定における著し
い低下は、カプセルが存在する身体の現在の状態を示してもよい。別の実施形態において
、装置１４０に含まれる場合がある加速度計は、装置の加速度を測定してもよく、特定の
加速度閾値に達したとき、例えば、カプセルが急落したことが検知された場合、カプセル
が身体から排出されたことを決定してもよい。さらに別の実施形態において、生体内の装
置は、ＲＦ識別タグまたはチップを備えてもよく、例えば、非常に小さく、電源を必要と
しなくてよい受動ＲＦＩＤタグがカプセルに挿入されてもよい。処理の時間周期が終わる
と、医療専門家は、その装置が依然として患者の体内にあるかどうかを、適切なＲＦスキ
ャナを用いて患者の身体をスキャンすることによって確認してもよい。
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【００６３】
　装置が信号を１つも送信しない場合、例えば、信号検知ユニット１２３によって信号が
検知されない場合など、画像取り込み処理の終了が決定されてもよい（ステップ２３２）
。一部の実施形態によれば、処理の終了の通知がユーザに提供されてもよい（ステップ２
２６）。他のステップの一部または全ては、必要に応じて実行されてもよい。
【００６４】
　本明細書に提示された処理は、任意の特定のコンピュータまたは他の装置に本質的に関
連されてはいない。様々な一般的な目的を有するシステムが、本明細書における教示に従
ったプログラムで用いられてもよく、あるいは所望の方法を実行するためのさらなる特定
の装置を構成することに対して都合の良いことを証明してもよい。様々なこれらのシステ
ムに対する所望の構成物は、本明細書の記載から現れるものである。さらに、本発明の実
施形態は、任意の特定のプログラミング言語を参照して記載されていない。様々なプログ
ラミング言語が、本明細書に記載された本発明の教示を実施するために用いられてもよい
ことは理解される。
【００６５】
　別段の言及がない限り、本明細書における記載から明らかなように、本明細書の記載を
通して利用した用語、例えば、「推定（ｅｓｔｉｍａｔｉｎｇ）」、「処理（ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ）」、「計算（ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ）」、「計算（ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ）
」、「決定（ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ）」などは、通常、コンピューティングシステムの
レジスタおよび／またはメモリ内の物理的な（例えば電子的な）量として表されるデータ
を、コンピューティングシステムのメモリ、レジスタ、または他のそのような情報記憶装
置、送信装置、または表示装置内の物理量として同様に表される他のデータへと操作およ
び／または変換する、コンピュータ、またはコンピューティングシステム、または同様の
電子計算装置（例えば、「チップ上のコンピュータ」またはＡＳＩＣなど）の動作および
／または処理のことをいう。
【００６６】
　本発明は、本明細書に特定的に示され、記載されたものに限定されないことは当業者に
よって理解される。
　添付の図面を参照して、本発明の好ましい実施形態を記載したが、本発明は、本明細書
に示され、記載された明確な実施形態に限定されないことは理解されたい。むしろ、様々
な変更および修正が、本発明の範囲または趣旨から逸脱することなく当業者によって、効
果を有し得るものであり、また、本発明の範囲は添付の特許請求の範囲のみに規定される
ものである。
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